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更
新

言
語
文
化｢

東
ア
ジ
ア
漢
文
文
化
圏｣

そ
の
２(

朝
鮮
半
島
と
日
本)

～
韓
国
に
於
け
る｢

日
本
文
化
読
解｣

～
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課

日
本
人
倫
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第

課
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の
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第
１
課

イ
ソ
ッ
プ
の
童
話

１
，
う
さ
ぎ
と
か
め

→
現
代
版
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
の
教
育
文
化
史
」

２
，
あ
り
と
き
り
ぎ
り
す

３
，
北
風
と
太
陽

参
考
文
献
：
講
談
社
『
イ
ソ
ッ
プ
ど
う
わ
』

画
像
：
ニ
ホ
ン
ざ
る
。
鯉
の
ぼ
り
。

４
，
が
ん
ば
れ

中
国
語
「
加
油
（
ジ
ヤ
ー
ョ
）
」、
韓
国
語
「
発
奮
せ
よ
（
イ
ギ
ョ
ラ
、
ヒ
ネ
ム
ラ
）
」

参
考
文
献
：
几
入
社
『
日
本
語
い
ろ
い
ろ
２
』

キ
ィ
ワ
ー
ド
：
大
宅
壮
一
。
テ
ン
シ
ョ
ン
民
族
。
天
沼
香
。
「
気
ば
ら
ず
に
」

画
像
：
七
五
三

第
２
課

目
本
の
す
が
た

１
，
日
本
の
自
然

参
考
文
献
：
名
古
屋
大
学
出
版
会
『
現
代
日
本
語
コ
ー
ス
Ｉ
』

キ
イ
ワ
ー
ド
：
面
積
三
十
七
万
七
六
〇
〇
平
方
㎞
。
島
国(

島
国
根
性)

。
細
長
い
列
島
。
火
山
。
四
季
。

自
然
の
災
害(

地
震
・
台
風
・
火
事)

。
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画
像
：
雛
祭
り

２
，
日
本
の
人
口

〔
一
九
九
五
年
〕
一
億
二
一
五
七
万
人

中
国
（
十
一
億
八
七
七
二
万
人
）
。
イ
ン
ド
（
九
億
一
八
五
七
万
人
）
。

ア
メ
リ
カ
（
二
億
六
〇
六
五
万
人
）
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
一
億
九
二
二
二
万
人
）
。
ブ
ラ
ジ
ル
（
一
億
五
三
七
三
万

人
）。
ロ
シ
ア
（
一
億
四
八
〇
〇
万
人
）。
パ
キ
ス
タ
ン
（
一
億
二
六
六
一
万
人
）

デ
ー
タ
資
料
：
目
本
年
代
表

［
内
容
及
び
主
題
研
究
］

①
日
本
の
人
口
と
韓
国
の
人
口
を
比
べ
て
み
よ
う
。

②
東
京
都
の
人
口
と
ソ
ウ
ル
の
人
口
を
を
比
べ
て
み
よ
う
。

③
日
本
の
人
口
の
大
多
数
は
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
の
か
。

３
，
日
本
人
の
祖
先

参
考
文
献
：
学
生
社
『
日
本
』

キ
ィ
ワ
ー
ド
：
蒙
古
斑
。
石
器
や
人
骨
。
移
住
し
て
文
化
を
伝
え
る
。
混
血
。

画
像
：
浮
世
絵

［
内
容
及
び
主
題
研
究
］

①
日
本
列
島
に
は
い
つ
頃
か
ら
人
間
が
住
ん
で
い
た
の
か
。

②
な
ぜ
、
日
本
人
は
蒙
古
人
種
に
属
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
か
。

③
日
本
人
の
祖
先
と
韓
国
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
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４
，
地
方
区
分

参
考
文
献
：
国
勢
社
『
日
本
の
す
が
た
二
〇
〇
〇
』

キ
ィ
ワ
ー
ド
：
北
海
道
。
東
北
。
関
東
。
中
部
。
近
畿
。
中
国
。
四
国
。
九
州
。

四
〇
〇
〇
の
島
、
北
か
ら
南
ま
で
の
距
離
約
三
〇
〇
〇
㎞

画
像
：
振
り
袖

第
３
課

昔
話

１
，
挑
太
郎

昔
々
あ
る
と
こ
ろ
に
、
お
爺
さ
ん
と
お
婆
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
お
爺
さ
ん
は
毎
日
山
へ
し
ば
か
り
に
、
お
婆
さ
ん

は
川
へ
洗
濯
に
行
き
ま
し
た
。
あ
る
日
の
こ
と
で
す
。
お
婆
さ
ん
が
洗
濯
し
て
い
る
と
、
桃
が
一
つ
流
れ
て
き
ま
し

た
。
ど
ん
ぶ
ら
こ
っ
こ
ど
ん
ぶ
ら
こ

ど
ん
ぶ
ら
こ
っ
こ
ど
ん
ぶ
ら
こ

参
考
文
献
：
主
婦
と
生
活
社
『
日
本
昔
ば
な
し
絵
本
』

キ
ィ
ワ
ー
ド
：
生
ま
れ
。
鬼
ケ
島
。
動
物
。
「
さ
る
か
に
合
戦
」「
一
寸
法
師
」「
か
ぐ
や
姫
」

画
像
：
挑
太
郎

２
，
鶴
の
恩
返
し

あ
る
日
の
こ
と
、
若
者
が
山
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
哀
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

見
る
と
、
一
羽
の
鶴
が
罠
に
か
か
っ
て
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
「
よ
し
よ
し
、
助
け
て
や
る
か
ら
待
っ
て
い
な
。
」

３
，
泥
棒
の
し
く
じ
り

昔
、
あ
る
金
持
ち
の
家
に
、
泥
棒
が
入
り
ま
し
た
。
冬
の
夜
中
の
こ
と
で
す
。
も
う
お
じ
い
さ
ん
の
主
人
は
、
少
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し
の
音
で
も
、
す
ぐ
に
目
が
覚
め
る
癖
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
泥
棒
の
忍
び
込
ん
だ
の
も
、
す
ぐ
に
気
が
付

き
ま
し
た
。

４
，
日
本
語
…
現
代
日
本
語
の
特
徴

〔
箇
条
書
き
に
で
き
ま
す
か
？
〕

10

日
本
語
は
、
独
特
の
文
章
構
造
を
と
り
、
固
有
の
文
字
を
持
ち
、
ほ
か
の
言
語
と
あ
ま
り
類
似
し
て
い
な
い
。
系

統
別
に
は
、
朝
鮮
語
・
ア
ル
タ
イ
諸
語
と
の
同
系
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
そ
の
証
明
は
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
。

（
１
）
漢
字
・
平
仮
名
・
カ
タ
カ
ナ
・
ロ
ー
マ
字
と
異
な
っ
た
種
類
の
文
字
を
ま
じ
え
て
用
い
る
。

（
２
）
使
用
す
る
文
字
の
数
が
多
い
。
（
一
般
通
用
漢
字
約
三
，
〇
〇
〇
字
［
常
用
漢
字
一
九
四
五
字
］
、
平
仮
名

・
カ
タ
カ
ナ
各
々
四
六
字
）

（
３
）
文
章
は
、
縦
書
き
も
横
書
き
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（
４
）
音
韻
組
織
が
単
純
で
、
音
節
の
種
類
が
少
な
い
。
（
標
凖
母
音
は
、
ア
イ
ウ
エ
オ
の
五
つ
。
音
節
は
子
音
と

母
音
と
か
ら
な
り
、
常
に
母
音
で
終
わ
る
。
単
独
使
用
の
子
音
は
「
ん
」
の
み
。
）

（
５
）
同
じ
事
物
を
指
す
の
に
、
い
く
つ
も
の
単
語
が
用
い
ら
れ
る
。
特
に
一
二
人
称
代
名
詞
は
種
類
が
多
い
。

わ
た
し
、
ぼ
く
、
お
れ
、
あ
な
た
、
き
み
、
お
ま
え

（
６
）
同
じ
音
で
異
な
っ
た
意
味
を
表
す
単
語
が
多
い
。

タ
イ
シ
ョ
ウ
【
対
象
・
対
照
・
対
称
】
。
コ
ウ
セ
イ
【
公
正
・
厚
生
・
更
正
・
構
成
・
後
世
】
。

（
７
）
職
業
・
年
齢
・
性
別
な
ど
に
よ
る
用
語
の
違
い
が
著
し
い
。

（
８
）
助
詞
（
が
・
を
な
ど
）
、
助
動
詞
（
な
い
・
だ
ろ
う
な
ど
）
が
文
の
成
立
に
大
切
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

（
９
）
主
語
は
述
語
の
前
に
置
き
、
述
語
は
文
の
終
わ
り
に
置
く
が
、
文
節
の
順
序
は
か
な
り
自
由
で
あ
る
。

（

）
敬
語
が
発
達
し
て
い
て
、
複
雑
で
あ
る
。

10
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第
４
課

日
本
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

１
，
恥
・
根
回
し

は
じ

ね

ま

わ

［
内
容
及
び
主
題
研
究
］

①
日
本
人
は
恥
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
の
か
。

②
罪
の
文
化
と
恥
の
文
化
と
は
ど
ん
な
面
が
異
な
る
の
か
。

③
根
回
し
の
長
所
と
短
所
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

２
，
本
音
と
建
前
・
和

［
内
容
及
び
主
題
研
究
］

①
「
本
音
」
と
「
建
前
」
を
韓
国
語
に
翻
訳
し
て
み
よ
う
。

②
日
本
人
が
和
を
重
視
す
る
文
化
的
背
景
を
知
ろ
う
。

③
日
本
人
の
精
神
を
理
解
す
る
キ
ィ
ワ
ー
ド
と
し
て
、
こ
れ
以
外
に
ど
ん
な
こ
と
ば
が
あ
る
か
。

３
，
日
本
の
宗
教

日
本
で
の
主
な
宗
教
に
は
、
神
道
、
佛
教
、
キ
リ
ス
ト
教
が
あ
る
。
統
計
に
よ
る
と
、
特
定
の
宗
教
を
熱
心
に
信
仰

す
る
日
本
人
は
少
な
く
、
宗
教
に
無
関
心
と
自
ら
云
う
物
が
多
い
。

こ
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
日
本
人
の
現
世
的
・
楽
天
的
性
格
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
美
し
い
自
然

と
恵
ま
れ
た
四
季
の
な
か
で
、
日
本
人
は
、
外
敵
の
侵
入
も
極
端
な
天
災
も
な
く
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
過
ご
し
て

き
た
。
そ
の
た
め
、
宗
教
を
熱
心
に
求
め
る
気
風
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

４
，
武
士
道
と
切
腹
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武
士
道
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
発
達
し
、
江
戸
時
代
（
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
）
に
儒
教
的
思
想
に
裏
付

け
ら
れ
て
大
成
し
た
武
士
階
層
の
道
德
体
系
で
あ
る
。

忠
誠
・
犠
牲
・
信
義
・
廉
恥
・
礼
儀
・
潔
白
・
質
素
・
儉
約
・
尚
武
・
名
譽
・
情
愛

第
５
課

日
本
社
会
の
諸
相

１
，
祭
り
と
日
本
人

［
内
容
及
び
主
題
研
究
］

①
「
お
祭
り
騒
ぎ
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
ど
う
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
の
か
。

②
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
い
う
掛
け
声
の
語
源
に
つ
い
て
調
べ
て
み

よ
う
。

③
日
本
の
代
表
的
な
祭
り
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
を
調
べ
て
み
よ
う
。

〔
例
…
神
田
祭
。
祇
園
祭
。
天
神
祭
〕

２
，
さ
ま
ざ
ま
な
強
迫
観
念

３
，
ス
ギ
花
粉
症

テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
を
見
る
と
、
い
つ
も
、
晴
れ
、
雨
、
曇
り
な
ど
の
マ
ー
ク
が
出
て

く
る
。
と
こ
ろ
が
、
毎
年
二
月
に
入
る
と
、
各
県
ご
と
に
女
性
の
顔
が
出
て
く
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
マ
ス
ク
を
し
て

い
る
女
性
も
入
る
が
、
こ
れ
は
何
の
マ
ー
ク
だ
ろ
う
か
。

４
，
花
見桜

と
日
本
人
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「
春
は
花
、
秋
は
月
」
と
い
う
こ
ば
が
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
「
花
」
は
櫻
花
の
こ
と
で
あ
る
。

お
花
見

い
ず
れ
に
せ
よ
日
本
人
に
、
桜
の
花
を
め
で
る
気
持
ち
が
強
い
こ
と
は
時
代
や
品
種
の
違
い
を
乗
り
越
え
た
も
の
が

あ
る
。

第
６
課

目
本
文
化
と
マ
ン
ガ

１
，
マ
ン
ガ
と
日
本
人

［
内
容
及
び
主
題
研
究
］

①
日
本
は
現
在
世
界
最
大
の
マ
ン
ガ
王
国
で
あ
り
、
マ
ン
ガ
輸
出

国
で
あ
る
。
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
『
セ
ー
ラ
・
ム
ー
ン
』
『
ド
ラ
ゴ

ン
・
ボ
ー
ル
』
『
ポ
ケ
ッ
ト
・
モ
ン
ス
タ
ー
』
な
ど
は
今
や
全
世

界
の
子
ど
も
達
に
お
な
じ
み
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
が
マ
ン
ガ
王

国
に
な
っ
た
歴
史
的
背
景
は
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
考
え
て
み
よ
う
。

②
韓
国
の
マ
ン
ガ
も
か
な
り
高
い
水
準
に
あ
る
。
日
本
と
韓
国
の

マ
ン
ガ
を
比
較
し
て
各
々
の
特
質
を
考
え
て
み
よ
う
。

２
，
少
女
マ
ン
ガ
の
世
界

「
使
い
捨
て
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
漫
画
は
「
読
み
捨
て
」
文
化
の
最
た
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
中
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略
）
女
性
向
け
漫
画
は
、
学
習
物
、
歴
史
物
、
家
族
物
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ま
が
い
も
の
と
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

に
渡
っ
て
い
る
。

手
塚
治
虫
の
描
く
、
少
年
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
し
、
正
義
の
た
め
に
戦
う
少
女
、
『
リ
ボ
ン
の
騎
士
』
も
少
女
達

の
心
を
捉
え
た
。
『
リ
ボ
ン
の
騎
士
』
は
少
女
漫
画
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
加
わ
っ
た
初
め
て
の
作
品
で
あ
る
。

３
，
文
化
と
し
て
の
マ
ン
ガ

日
本
の
ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
の
特
徴
は
、
説
明
的
な
台
詞
が
少
な
く
、
齣
割
を
た
く
み
に
利
用
し
て
、
時
の
流
れ
や
心

理
情
景
を
速
い
テ
ン
ポ
で
簡
潔
に
表
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

４
，
落
語
と
漫
才

落
語
は
江
戸
時
代
（
一
六
〇
三
（
慶
長
八
）
～
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
）
に
発
達
し
た
寄
席
演
芸
で
、
寄
席
と
呼
ば

れ
る
演
芸
場
で
演
じ
ら
れ
ま
す
。

漫
才
は
主
に
二
人
の
芸
人
が
一
組
に
な
り
、
面
白
お
か
し
く
こ
と
ば
を
や
り
と
り
し
て
観
客
を
笑
わ
せ
る
寄
席
演
芸

の
一
つ
で
す
。

第
７
課

随
筆
を
読
む

１
，
四
つ
葉
の
ニ
ッ
セ
イ

「
ふ
る
さ
と
の
我
が
家
に
我
の
歯
ブ
ラ
シ
の
な
き
こ
と
母
に
言
う
大
晦
日
」

ふ
る
さ
と
へ
は
「
帰
る
」
、
東
京
へ
は
「
上
る
」
―
い
つ
の
ま
に
か
、
そ
ん
あ
ふ
う
に
動
詞
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
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き
た
。

［
内
容
及
び
主
題
研
究
］

①
「
お
そ
ば
が
お
い
し
く
っ
て
、
雪
が
降
っ
て
、
水
仙
が
咲
く
。
足
羽
山
の
茶
店
、
足
羽
河
原
の
桜
並
木
、
二

両
編
成
の
路
面
電
車
。
福
井
は
あ
ま
り
に
も
「
ふ
る
さ
と
」
だ
。
こ
ん
な
ふ
る
さ
と
ら
し
く
て
い
い
ん
だ
ろ
う

か
、
と
思
っ
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
「
ふ
る
さ
と
」
だ
。
ふ
る
さ
と
し
す
ぎ
て
こ
わ
い
！
そ
ん
な
思
い
を
、
私
は
一

方
で
抱
く
。
だ
か
ら
東
京
に
い
る
。
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
の
く
せ
に
。
福
井
が
好
き
で
堪
ら
な
い
く
せ
に
。
東
京
に

い
る
」
―
こ
の
文
章
に
は
筆
者
俵
万
智
の
ど
ん
な
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

②
ふ
る
さ
と
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
が
、
「
私
の
故
郷
」
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う

か
。

２
，
長
崎
の
昔
話

私
は
心
の
底
か
ら
昔
の
外
人
を
妬
ん
で
い
る
。
も
と
も
と
そ
の
頃
外
人
と
称
さ
れ
て
い
な
く
て
、
西
洋
人
で
あ
っ
た

が
、
洋
館
に
住
ん
で
、
洋
服
を
着
て
、
洋
食
を
食
べ
て
い
た
。
今
の
よ
う
な
外
人
と
違
っ
て
、
寿
司
を
食
べ
た
り
生
け

花
を
習
っ
た
り
し
な
く
て
、
長
崎
や
神
戸
や
横
浜
の
山
の
上
の
洋
館
の
窓
か
ら
、
望
遠
鏡
を
も
っ
て
自
国
か
ら
来
る
機

帆
船
の
入
港
を
眺
め
る
こ
と
を
一
番
の
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

３
，
外
来
思
想
へ
の
あ
こ
が
れ

六
世
紀
で
も
な
お
、
こ
ん
に
ち
全
国
の
大
古
墳
に
眠
っ
て
い
る
族
長
た
ち
や
氏
族
の
長
た
ち
の
い
く
ば
く
か
は
、
な

お
土
地
・
人
民
を
私
有
し
て
独
立
の
伝
統
と
気
勢
を
保
っ
て
い
た
が
、
土
地
制
度
を
ふ
く
む
外
来
の
律
令
制
が
導
入
さ

れ
る
と
、
奇
術
か
魔
法
に
か
か
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
手
放
し
て
し
ま
っ
た
。
日
本
史
が
も
つ
ふ
し
ぎ
な
は
か
な
さ
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で
あ
る
。
〔
司
馬
遼
太
郎
『
こ
の
国
の
か
た
ち
』
よ
り
〕

［
内
容
及
び
主
題
研
究
］

「
日
本
人
は
い
つ
も
思
想
は
外
か
ら
来
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
は
ま
こ
と
に
名
言
で
あ
る
と
筆
者
は
言
っ
て

い
る
が
、
筆
者
は
日
本
人
と
思
想
と
の
關
係
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
皆
で
一
緒
に
考
え
て
み
よ

う
。４

，
贈
答
社
会

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
夏
休
み
前
に
、
あ
る
日
本
人
の
友
人
を
通
し
て
、
英
文
の
手
紙
を
訳
し
て
ほ
し

い
と
頼
ま
れ
た
。

第
８
課

外
国
文
化
と
接
触

１
，
た
っ
た
一
人
の
国
際
放
浪
者

２
，
接
吻

３
，
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近
代

４
，
在
日
朝
鮮
人
・
朝
鮮
人

- 12 -

第
９
課

政
治
と
日
本
人

１
，
日
本
人
と
政
治
意
識

２
，
市
民
と
何
か

３
，
科
学
と
人
間
の
福
祉

４
，
盆第

課

国
際
経
済
と
日
本

10

１
，
貿
易
黒
字

２
，
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

３
，
年
功
序
列
制

４
，
日
本
の
食
生
活
あ
れ
こ
れ

第

課

近
代
を
問
う

11
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１
，
企
業
家
と
革
命
家

２
，
他
者
と
は
な
に
か

３
，
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
恋
愛

４
，
大
学
の
可
能
性
を
問
う

第

課

小
説
を
読
む

12

１
，
三
四
郎

２
，
雪
国

３
，
人
間
失
格

４
，
近
代
日
本
小
説
の
主
題
と
漱
石

第

課

心
に
ふ
れ
る
言
葉
と
詩

13

- 14 -

１
，
字
の
な
い
は
が
き

―
向
田
邦
子
『
愛
と
い
う
字
』

文
中
、
私
を
貴
女
と
よ
び
、
「
貴
女
の
学
力
で
は
難
し
い
漢
字
も
あ
る
が
、
勉
強
に
な
る
か
ら
ま
め
に
字
引
を
引

く
よ
う
に
」
と
い
う
訓
戒
も
添
え
ら
れ
て
い
た
。

［
内
容
及
び
主
題
研
究
］

①
子
ど
も
達
に
対
す
る
韓
国
の
父
親
た
ち
の
愛
情
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

２
，
死
と
信
仰

３
，
生
ま
れ
て

４
，
冨
士

―
金
子
光
晴
『
冨
士
』

５
，
父
の
死

第

課

言
語
を
考
え
る

14

１
，「
思
う
」
と
「
考
え
る
」

［
内
容
及
び
主
題
研
究
］

①
「
思
う
」
と
「
考
え
る
」
と
の
意
味
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

②
「
思
う
」
と
「
考
え
る
」
は
韓
国
語
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
翻
訳
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
日
本
語
で
「
思



- 15 -

う
」
と
「
考
え
る
」
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

２
，
言
語
か
ら
文
章
ヘ

３
，
民
族
と
文
法

４
，「
あ
な
た
」
を
読
む

第

課

日
本
人
論

15

１
，
義
理
ほ
ど
つ
ら
い
も
の
は
な
い

２
，
日
本
人
の
思
惟
方
法

３
，
中
心
の
な
い
食
べ
物

４
，
正
月

第

課

そ
の
他

16

附
録
１
，
日
本
の
手
紙
文
化
と
そ
の
実
際

- 16 -

Ⅰ
．
日
本
人
の
手
紙

Ⅱ
．
書
式
一
覧

附
録
２
，
日
本
の
こ
と
わ
ざ

附
録
３
，
Ⅰ
．
動
詞
活
用
形

Ⅱ
．
形
容
詞
活
用
表

索
引


